
三
世
紀
初
頭
の
本
草
書
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
性
を
今
日
価
略
明

ら
か
に
で
き
る
の
は
『
呉
氏
本
草
』
で
あ
る
。
著
者
の
呉
普
は
『
後

漢
書
』
『
三
国
志
』
の
華
佗
（
？
’
二
○
八
）
に
伝
が
残
さ
れ
る
が
述

１

作
に
は
触
れ
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
「
晴
耆
」
経
籍
志
は
華
佗
弟

子
『
呉
普
本
草
』
六
巻
が
梁
（
五
○
二
’
五
五
七
）
の
文
徳
殿
に
所
蔵

せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
し
る
し
て
い
る
。

２

『
呉
普
本
草
』
は
宋
代
に
は
快
亡
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、

３

『
太
平
御
覧
』
（
九
八
三
）
に
百
七
十
三
条
の
引
用
が
あ
る
。
こ
の
数

４

は
同
書
に
引
用
さ
れ
た
『
本
草
経
』
の
大
約
三
百
条
と
比
べ
そ
の
三

分
の
二
に
相
当
す
る
。

今
「
御
覧
」
か
ら
丹
砂
に
つ
い
て
の
記
文
を
無
作
為
に
抽
出
記
載

し
、
相
互
の
類
似
と
相
違
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

５

１
「
本
草
」
二
曰
ク
。
丹
砂
ハ
味
（
こ
の
下
に
脱
落
が
あ
ろ
う
）
ニ
シ

テ
微
寒
ナ
リ
。
山
谷
二
生
ズ
・
精
神
ヲ
養
上
、
気
ヲ
益
シ
、
目

『
呉
氏
本
草
』
に
つ
い
て

三
井
駿
一

ヲ
明
ラ
カ
’
一
ス
。
鉛
丹
ハ
味
、
辛
ニ
シ
テ
微
寒
ナ
リ
。
平
沢
二

生
ジ
、
吐
逆
、
胄
反
ヲ
治
ス
。
久
服
セ
、
〈
仙
ト
成
サ
シ
ム
。
蜀

６

郡
二
生
ズ
。

２
「
呉
氏
本
草
」
二
曰
ク
。
丹
砂
〈
神
農
〈
甘
、
黄
帝
、
岐
伯
〈

苦
ニ
シ
テ
有
毒
ト
シ
、
扁
鵲
ハ
苦
、
李
氏
〈
大
寒
ト
ナ
ス
。
或

〈
武
陵
二
生
ズ
。
採
ル
｝
一
時
無
シ
。
能
ク
朱
ヲ
化
シ
テ
水
銀
ト

７

成
ス
。
磁
石
ヲ
畏
レ
、
鰔
水
ヲ
悪
ム
・

右
の
「
本
草
」
が
丹
砂
に
鉛
丹
を
継
出
さ
せ
る
の
は
「
御
覧
」
が

薬
品
の
記
載
に
つ
い
て
丹
と
芝
を
初
出
さ
せ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を

そ
の
ま
ま
に
引
用
源
の
順
序
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
し
か

し
、
丹
砂
、
鉛
丹
共
に
そ
の
記
述
は
「
証
類
」
に
伝
承
さ
れ
る
白
字

部
分
と
は
著
し
い
相
違
を
示
し
て
い
る
。
『
呉
氏
本
草
』
が
神
農
、

岐
伯
、
扁
鵲
、
李
氏
を
冠
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
気
味
を
個
別
に
掲
げ
る

の
は
そ
の
最
大
の
特
色
で
あ
る
。

「
御
覧
」
引
用
の
「
呉
氏
本
草
」
は
個
々
の
条
で
長
短
を
一
定
せ

ず
、
節
略
も
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
標
準
的
な
記
述
は
ほ
ぼ
、

１
異
名
の
列
挙
２
諸
流
派
（
神
農
、
黄
帝
、
岐
伯
、
雷
公
、
桐
君
、
医

８

９

和
、
凧
鵲
、
李
当
之
）
に
よ
る
気
味
決
定
の
分
別
口
毒
性
の
有
無
３

一
般
産
地
の
地
形
、
特
産
地
の
指
示
４
生
品
の
形
状
と
色
彩
的
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特
徴
、
生
育
開
花
結
実
の
状
況
、
類
似
植
物
と
の
鑑
別
５
採
薬
の
適

期
、
乾
燥
法
の
指
示
６
配
合
禁
忌
７
長
期
間
服
用
に
よ
る
副
作

用
の
注
意
８
適
応
症
の
種
類
の
順
を
追
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

弘
景
は
『
本
草
経
」
の
序
で
呉
普
の
名
を
挙
げ
て
い
る
に
も
拘
ら

ず
「
呉
氏
本
草
」
の
「
集
注
本
草
」
本
文
へ
の
影
響
は
全
く
知
る
こ

１０

と
が
で
き
な
い
。
ま
た
「
新
修
本
草
」
（
六
五
九
）
の
按
文
に
李
当
之

か
ら
の
引
用
は
あ
る
が
、
呉
普
の
名
は
見
え
な
い
。
こ
れ
を
注
文
に

採
用
し
た
の
は
「
嘉
祐
補
注
神
農
本
草
」
（
一
○
六
○
）
で
、
掌
禺

１１

錫
は
頚
立
言
（
？
’
六
一
八
’
六
二
六
Ｉ
？
）
の
「
薬
性
論
」
そ
の
他

２１

と
共
に
そ
の
四
十
五
条
を
載
せ
て
い
る
。

2 1 注4 ３

「
三
国
志
」
魏
害
方
技
華
佗
伝
に
奨
阿
共
に
略
伝
を
付
載
す
る
。

「
政
和
本
草
」
（
一
二
六
）
序
例
上
「
補
注
所
引
書
伝
」
に
「
今
、

広
内
一
一
フ
タ
タ
ビ
有
ラ
ズ
。
ダ
ダ
諸
子
害
二
多
ク
引
拠
セ
ラ
ル
」
と

あ
る
。

北
宋
太
宗
の
勅
撰
。
「
修
文
殿
御
覧
」
（
五
七
二
）
、
「
芸
文
類
聚
」
（
六

二
四
）
、
「
文
思
博
要
」
（
六
四
一
）
を
集
大
成
し
た
も
の
と
言
う
（
本

書
巻
頭
引
）
。
演
者
の
拠
っ
た
の
は
南
宋
蜀
刊
の
中
華
害
局
影
印
本

で
あ
る
。

本
書
に
引
用
す
る
「
本
草
経
」
は
陶
弘
景
（
四
五
六
’
五
三
六
）
の

「
本
草
経
」
で
な
く
、
そ
の
修
訂
前
の
「
神
農
本
経
」
も
し
く
は
同
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一
系
統
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
又
「
御
覧
」
の
「
本
草
経
」
と
「
呉

氏
本
草
」
の
両
書
は
「
修
文
殿
御
覧
」
の
引
用
そ
の
ま
ま
を
踏
襲
す

る
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
岡
西
為
人
日
本
東
洋
医
学
会
紀
要
一

昭
二
五
。
渡
辺
幸
三
東
方
学
報
（
京
都
）
二
○
昭
二
六
。
日
本

東
洋
医
学
会
誌
六
昭
三
○
〕

「
証
類
」
（
大
観
、
政
和
）
で
は
甘
と
す
る
。

鉛
丹
の
継
出
は
弘
景
序
の
「
三
品
混
繰
」
の
実
例
と
は
断
定
で
き
ま

い
。

「
呉
氏
本
草
」
は
鉛
丹
を
欠
く
か
。
「
大
観
」
「
政
和
」
共
に
「
悪
磁

石
畏
鰔
水
」
を
丹
砂
の
項
に
小
字
で
出
す
。
「
医
心
方
」
一
薬
畏

悪
相
反
法
第
九
に
「
本
草
経
」
云
と
し
て
丹
砂
を
挙
げ
そ
の
下
に
こ

の
六
字
を
掲
ぐ
。

弘
景
「
本
草
経
」
序
参
照
〕
そ
れ
に
は
黄
帝
を
黄
、
岐
伯
を
岐
、
雷

公
を
雷
、
桐
君
を
桐
、
扁
鵲
を
扁
と
す
る
が
医
和
は
見
え
な
い
。

「
桐
君
採
薬
録
」
、
「
李
当
之
本
草
経
」
は
「
脩
志
」
に
著
作
が
あ
る
。

後
蜀
の
韓
保
昇
は
華
佗
の
弟
子
と
す
る
（
「
嘉
祐
本
草
」
序
掌
禺
錫

注
）
。

弘
景
「
本
草
経
」
序
の
「
冷
熱
舛
錯
」
に
当
ろ
う
。

「
別
録
」
中
に
採
用
せ
ら
れ
る
か
。

「
唐
書
」
、
「
新
唐
書
」
共
に
伝
を
載
せ
る
。
そ
の
「
薬
性
論
」
か
ら

の
引
用
は
「
呉
氏
本
草
」
の
七
倍
の
多
数
に
上
る
．
「
君
臣
佐
使
」
が

重
視
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

蒼
尤
、
百
合
の
二
条
は
「
御
覧
」
に
収
載
が
な
い
。
禺
錫
は
こ
れ
を

「
芸
文
類
聚
」
に
求
め
た
と
思
わ
れ
る
。
引
用
字
数
は
全
く
一
致
す

る
。
（
帝
塚
山
学
院
大
学
）
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